
 県民ニーズ調査について  

 

１ 概 要  

 ○ 第六次愛媛県長期計画「愛媛の未来づくりプラン」の着実な推進に向けた

ＰＤＣＡサイクルの一環として、県民ニーズを把握 

 ○ アンケート結果については、平成 26 年度戦略方針の策定に向け、政策レ

ビュー等に活用 

 ○ 県政モニターを対象に実施（163人中127人が回答） 

 ○ 長期計画の５４施策に対する重要度・満足度・県民優先度について調査 

  【重要度】（５段階評価） 

    各施策を推進することが社会（愛媛県）にとって、どの程度重要だと思

うか。 

     ⇒各施策に対する県民の興味・関心を測るもの（現状に対する評価） 

  【満足度】（５段階評価） 

    これまでの施策への取組みに対し、どの程度満足しているか。 

     ⇒県の取組みに対する効果を測るもの（過去に対する評価） 

  【県民優先度】（選択方式） 

    今後、行政（県）が、特に力点を置いて優先的に取り組むべきだと思う

施策はどれか。 

     ⇒優先的に対策が必要だと感じている分野を把握するもの（将来に対

する評価） 
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回答者の属性について
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２ 結 果 概 要  

 ▼ 重要度  

  産業振興や雇用などの産業分野に係る施策とともに、防災対策や救急医療など暮らし分野

に係る施策が上位を占めており、本県を取り巻く経済情勢や東日本大震災などの影響を色濃

く反映する結果となっている。 

  低炭素ビジネスについては、「わからない・その他」との回答が 19％弱となっており、県

民の理解が進んでいないことがうかがえる。また、スポーツ関連の施策が下位に位置してい

るが、満足度は上位に位置している。これは、県の施策には満足しているが、県民の生活に

は直結しないことから、重要度が下位になったと推測できる。さらに、ＩＣＴ、国際交流が

下位に位置しており、県民の関心が低い結果となっていることがうかがえる。 

◆上位５施策 ◆下位５施策 

① 施策１ 地域に根ざした産業の振興 

② 施策34防災・危機管理体制の充実 

③ 施策26救急医療体制の充実 

④ 施策５ 若年者等の就職支援と産業人材力の強化 

⑤ 施策25 安全・安心で質の高い医療提供体制の充実 

50 施策44 スポーツを通じた豊かで活力ある地域づくり 

51 施策28 ＩＣＴ環境の整備 

52 施策45 競技スポーツの振興 

53 施策15 国際交流の推進 

54 施策53 低炭素ビジネスの振興 

 ▼ 満足度  

  県産品、観光、スポーツ関連、交通安全対策に係る施策が上位に位置しており、近年の積

極的な取組みによる成果が県民に浸透している結果となっている。 

  雇用や農林水産業に関する施策が下位に位置しており、最近の不況の影響もあり、産業分

野に関する施策に対して県民が効果を実感できていない状況がうかがえる。 

◆上位５施策 ◆下位５施策 

① 施策10 愛媛産品のブランド力向上と販路拡大 

② 施策44 スポーツを通じた豊かで活力ある地域づくり 

③ 施策42 学び合い高め合う生涯学習社会づくり 

④ 施策12 魅力ある観光地づくり 

⑤ 施策31 交通安全対策の推進 

50 施策16 広域・高速交通ネットワークの整備 

51 施策２ 企業誘致・留置の推進 

52 施策７ 力強い農林水産業を支える担い手の確保 

53 施策52 再生可能エネルギーの利用促進 

54 施策５ 若年者等の就職支援と産業人材力の強化 

 ▼ 県民優先度  

  雇用や産業振興など産業分野に関する施策の多くが上位に位置しており、県内産業の振興

が急務となっている。また、高齢者福祉分野も上位に位置し、近年の深刻な高齢化の影響も

うかがえる。 

  スポーツ関連や生涯学習の施策が下位に位置しているが、満足度は上位に位置しているこ

とから、県の施策に満足していることから、優先度は下位になっていると推測できる。 

  また、人づくり分野と環境分野の施策の多くが下位に位置しているが、この二つの分野は

すぐには施策の効果が現れないことから、継続して施策を実施する必要があると考察される。 

◆上位５施策 ◆下位５施策 

① 施策５ 若年者等の就職支援と産業人材力の強化 

② 施策１ 地域に根ざした産業の振興 

③ 施策21 高齢者がいきいきと暮らせる健康長寿えひめの実現 

④ 施策33 原子力発電所の安全・防災対策の強化 

⑤ 施策２ 企業誘致・留置の推進 

50 施策15 国際交流の推進  

51 施策44 スポーツを通じた豊かで活力ある地域づくり 

52 施策40 特別支援教育の充実 

53 施策42 学び合い高め合う生涯学習社会づくり 

54 施策53 低炭素ビジネスの振興 



３ 平成 25 年度重点戦略方針との比較  

  県民の興味・関心が高いが効果的に取り組めていないもの（重要度が高く満足度が低いも

の）に対して、県民優先度が高い結果となっている。 

  これらに対しては、平成25年度重点戦略方針で重点的に取り組んでいるところであり、県

民ニーズとほぼ合致している。 

  今後も県民ニーズを十分に把握しながら、施策展開を検討していく必要がある。 

◆平成25年度重点戦略方針と県民ニーズが合致している主な施策 

 施策５ 若年者等の就職支援と産業人材力の強化 

 施策７ 力強い農林水産業を支える担い手の確保 

 施策21 高齢者がいきいきと暮らせる健康長寿えひめの実現 

 施策25 安全・安心で質の高い医療提供体制の充実 

 施策33 原子力発電所の安全・防災対策の強化 
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